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特集に寄せて―骨格筋研究の見通し

1960 年代から 80 年代にかけて，筋生物学が生物学全体をリードしていた時代が

あった。その動きは，1980 年代終わりの H. Weintraub 博士らによる筋分化制御因

子である MyoD ファミリーの発見と L. Kunkel 博士らによる遺伝性筋疾患の代表

／である Duchenne 型筋ジストロフィー(DMD)の原因遺伝子(DMD／ジストロフィン

遺伝子)の発見時に頂点を極めたといえる。前者の背景としては，1982 年｢筋発生の

細胞生物学｣の冒頭で岡田節人博士が正しく指摘されたように，試験管内での培養

技術および分化のマーカーが最初に確立されたのが筋細胞であったことを挙げるこ

とができるだろう。後者の背景としては，80 年代後半に分子遺伝子の爆発的な進歩

があり，筋ジストロフィーの代表的な病型について，原因遺伝子を追究することが

／その格好の課題となった。また，この時期を契機として極めて多くの non-MD／

PhDが筋ジストロフィーの研究分野に参入したことも特筆される。

例えば，骨格筋を構成している最も重要な分子であるミオシンについても，ウイ

ルス感染のレセプターであることが明らかにされるなど，最近は non-muscle cell

での役割が注目されている。それでは筋研究はどのように現代の生物学に貢献でき

るのだろうか。その一つは幹細胞の研究分野であり，もう一つは筋疾患に関する治

療研究分野であろう。前者の例として非筋細胞への強制発現により筋細胞への変換

が可能な MyoD 遺伝子の発見は iPS 細胞研究の先駆けとなっていた例を挙げるこ

とができる。後者の例として，DMD を主たる対象として開発が進められてきたア

ンチセンス核酸(AO)を用いたエクソンスキップ治療がある。最近，AO は DMD

の治療のみでなく，脊髄性筋萎縮症(SMA)に対する exon inclusion 治療，筋強直性

ジストロフィーに対する protein displacement therapy，さらには筋萎縮性側索硬

化症(ALS)に対する治療にも応用されようとしている。

本特集では，DMDを中心とする筋ジストロフィー並びに遺伝性筋疾患を巡って，

幹細胞移植治療，遺伝子治療，薬物開発などの治療研究を中心とした視点から，ジ

ストロフィン遺伝子の発見者である L. Kunkel 教授の研究グループをはじめとし

て，わが国を代表する研究者の皆さんに解説をお願いした。特に海外で活躍の場を

得ている研究者の中から，筋の幹細胞研究を朝倉博士に，血管拡張と筋ジストロ

フィーの関連を安原博士に，横紋筋肉腫について細山博士に寄稿いただいたことは

特筆に値するだろう。

最後に，本特集では触れることができなかった今後の骨格筋研究の可能性にも触

れてみたい。骨格筋は筋収縮と共に glucose 代謝の場として重要である。筋の萎縮

は神経筋疾患，disuse などの疾患に伴う場合のみでなく，老化に伴う sarcopenia や

悪性腫瘍，慢性の心肺疾患に伴う caphexia でも認められ，運動の分子機構の解明と

並んで 21 世紀における人類共通の課題である。今後，新たな分野におけるさらな

る筋研究の発展を望みたい。©
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